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■ これまでの取り組み
　当社グループは、当期より第二次中期経営計画をスター
トしました。定量目標をROE6%以上とし、定性目標を資本
効率の改善、持続的成長を実現する投資の実行、社員の考
え方・慣習・行動様式の変革に設定しています。
　当期はこれまでに、低稼働資産の売却を決定し資本効率
の改善を進める一方、持続的成長を実現する投資としてシ
ェアサイクル「ダイチャリ」の拠点数拡大のほか、DX（デジ
タルトランスフォーメーション）推進への投資を行い、クラウ
ドベースの次世代IT基盤の構築による業務改善を図ってい
ます。また、成長戦略における最重要事項として「風土改革
プロジェクト」を4月に立ち上げ、11月には「グループ改革
推進室」として風土改革・働き方改革の推進を本格化させ
ています（3ページの特集をご覧ください）。

■ 当第2四半期の業績・通期の業績予想
　当第2四半期の業績については、原油価格・プロパンCP
の下落に伴う石油・ガス等の販売単価の低下等によって減
収したものの、エネルギーソリューション事業（BtoB事業）
で原油市況に対応した仕入・販売施策の徹底、電力のスポ
ット市場低迷による差益改善等の結果、営業利益は前年同
期比6倍強に増加しています。また、非エネルギー及び海
外事業においては、抗菌事業、環境・リサイクル事業の好調

による黒字転換を果たしています。
　新型コロナウイルス感染症による業績への影響は当社グ
ループの事業全体においては軽微であり、第3四半期以降
も主力であるエネルギー関連事業への影響は限定的と考
えています。
　2021年3月期通期予想につきましては、売上高が前期比
4.7%減の2,260億円、営業利益が同10.4%減の22億円と
投資先行で減益想定の一方、第４四半期計上見込みの特別
利益を含め、通期連結業績予想の修正については精査中で
す。必要に応じ、速やかに開示いたします。

■ 脱炭素社会の到来を見据えて
　今後、当社グループは「脱炭素社会」の到来を見据え、企
業としての取り組みを強化していきます。第二次中期経営
計画の3カ年はその基盤整備期間であり、事業構造を確立
させ、次なる第三次中期経営計画において、さらなる躍進
と飛躍を目指します。あらゆる分野において従来の枠組み
にとらわれず、時代の変化に柔軟に対応できる体制づくり
を進め、持続可能な社会に貢献するグローバル総合エネル
ギーサービスグループへの挑戦を続けていきます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご理解、
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

トップメッセージ セグメント別事業の概況

代表取締役社長　山﨑 正毅

エネルギーソリューション事業が
堅調に推移し、大幅な営業増益を達成。
成長戦略の要である風土改革・働き方改革の
推進を更に加速させていきます。

ポイント
 原油価格・プロパンCPの前年比割れに伴う販売単価の下落により売上高は減収
 原油市況の変動に対応した販売・仕入施策の徹底などにより営業利益は6倍強の増加
 前期あった特別利益の剥落により四半期純利益は減少

売上高 営業利益 経常利益  親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益

■第2四半期　■通期 （百万円）
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※ステーション数は本取り組み発表時の数字となります。

　当社グループのシナネンモビリ
ティPLUS株式会社は埼玉県志木
市とOpenStreet株式会社との間
で「志木市シェアサイクル実証実
験に関する基本協定書」を締結し、
2020年8月よりシェアサイクルの
実証実験を開始しています。市内
にはシェアサイクル「ダイチャリ」
のステーションを38か所設置しており、都市の新たな交通システムとしての
有効性や課題を検証していきます。また、近隣の朝霞市、和光市にはすでに
約150か所のステーションが設置されており、埼玉県南西部における広域で
の地域交通の補完を目指しています。

上期及び直近のトピックス

エネルギー卸・小売周辺事業　BtoC事業
 ▶ 石油・ガス事業　夏場の平均気温が平年より高かったこと等によ
り販売数量が減少。新型コロナウイルス感染症による営業自粛
の影響で飲食店等向けの業務用LPガスの需要減や給湯器等の
機器が販売不振となり影響。

▶ 「ミライフでんき」の販売を西日本エリアでスタート。
▶  東京都あきる野市に水回りリフォーム専門店をオープン。

エネルギーソリューション事業　BtoB事業
▶  石油事業　市況の変化に対応した仕入・販売施策を実施。軽油
の販売にも注力し、石油販売施設（オイルスクエア）の整備を推
進。2020年9月末にSS運営会社を買収し、運営を開始。

▶  電力事業　電源構成の最適化による原価低減に取り組むととも
に、卸売顧客の開拓を推進。また、メガワット級太陽光発電所案
件の販売を開始。

非エネルギー及び海外事業
▶ 自転車事業　同感染症の拡大の影響で、新入学等の需要が当第

2四半期にずれ込む。また特別定額給付金の支給等により、自社
小売店舗「ダイシャリン」での販売が順調に推移。

▶ シェアサイクル事業　大手コンビニエンスストアとの連携や新た
な連携先の拡大、地方自治体との実証実験等により、首都圏を中
心に拠点の開発を推進。

▶ 環境・リサイクル事業　同感染症の拡大により建築廃材の受け
入れ数量に若干影響も、後半には回復し、順調に推移。

▶ 抗菌事業　世界的な同感染症の拡大を受けて、北米のマスク向
け抗菌剤の受注が大幅に拡大。北米向けは一段落したものの、
国内外からの問い合わせが急増。

▶  システム事業　電力自由化に対応した顧客管理システムは、同
感染症の影響により新規顧客数の増加がスローダウン。

▶  建物維持管理事業　同感染症の影響で、管理施設の休業等があ
った一方、病院等向けの感染症対策消毒の引き合いが増加。集
合住宅向け設備工事・リフォーム工事等は回復。3月にグループ
化した子会社も貢献。

セグメント別売上高構成
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第2四半期累計

2021年3月期
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セグメント別営業利益構成
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第2四半期累計
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第2四半期累計

156
84

178

▲28▲77

632

243

▲81

174

■ エネルギー卸・小売周辺事業
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（百万円）

（百万円）

埼玉県南西部の新たな都市交通を目指し
自治体とシェアサイクル実証実験を開始

　当社グループは、2020年11月、東京都品川区に
保有する固定資産の売却を決定し、第二次中期経
営計画の定性目標に掲げた経営施策（資本効率の
改善）を進めています。本資産の売却に伴い、当第
4四半期に特別利益約21億円を計上する見込みで
す。引き続き、低稼働資産の活用・売却を精査し、
資本効率の高い事業構造の構築を進めていきま
す。
　なお、特別利益の計上による通期連結業績予想
の修正については、修正を行う必要が生じましたら
速やかに開示いたします。

固定資産の譲渡を決定
資本効率の改善へ
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「風土改革プロジェクト」 
その目的と目指す姿とは？
中西　当社グループでは、第二次中期経営計画の目標に
「社員の考え方・慣習・行動様式の変革」を掲げたことを受
け、今年4月より「風土改革プロジェクト」を立ち上げ、経営
層やマネジメント層を含む全社員の意識改革に取り組んで
います。
　エネルギー業界が変革のときを迎える今、当社グループ
は既存事業に変革を起こし、大胆な発想で新しい世界に挑
戦する風土を育むことが重要だと考えています。組織風土
は、そこで働く社員の自発的な行動の積み重ねによって変
わっていくものであり、トップダウンによる強制では実現で
きません。そこで、このプロジェクトでは、まず社員と一緒
に目指す風土のビジョンを定め、全員が自分事として変化
を生み出していけるプロセスを固めていく考えです。プロ
ジェクト発足の経緯と活動状況について、専任として実務に
取り組む2人の社員からご説明いたします。

プロジェクト発足のきっかけは 
社員と社長の問題意識の合致
藁科　当社グループの風土における課題は、トップダウン
が強くボトムアップの主体的な行動が生まれにくいこと、会
社・部門・役職を越えたコミュニケーションや連携が少ない
ことでした。社長の山﨑は風土改革の必要性を感じていた
ことから、第二次中期経営計画で風土改革を実行するとい
うことを昨年秋に骨子として社内発表しました。
亀田　各事業会社社員も風土に対して漠然と課題感を抱
いており、骨子が発表されたタイミングで私を含む社員有

志7名が風土改革の具体的な進め方について山﨑に提案し
ました。何度かディスカッションを重ね、社長をオーナーに
据えた専任体制の「風土改革プロジェクト」が今年4月に立
ち上げられました。

組織の問題を洗い出し 
変革の必要性を自覚させる
藁科　プロジェクトでは、まず３カ年におけるマイルストーン
（右上図を参照）を策定し、今年度を「解凍」のフェーズに定
めています。HD役員や各事業会社社長へのインタビュー
を行い経営層の風土に対する認識を言語化すると共に、全
社員を対象とした職場座談会を通じて不平・不満や組織の
問題点を洗い出し、組織全体が変革の必要性や危機感を自
覚することから始めました。
亀田　プロジェクトに対し、当初は疑念や冷ややかな意見
もありました。しかし、発足以降、山﨑自身が社員と本音で
向き合うことで雰囲気は大きく変わってきています。7月に
は山﨑みずからが第二次中期経営計画と風土改革の概要
について説明し、社員からの匿名の質問や意見に直接回答
するオンラインセッションを実施。各事業会社から1,000名
以上が参加し、風土改革の社内認知度が高まりました。セ
ッション後のアンケートでは、想定以上の様々な意見や提言
が寄せられ、プロジェクトへの期待と信頼の高まりを感じる
ことができました。
　さらに現在では、山﨑が全国各拠点に足を運び、社員と
のFace to Faceセッションを実施しています。現場の生の
声を聴くことで現状を正しく把握し、目指す風土の具体化と
解決策立案に繋げていきます。

［特集］ 風土改革プロジェクト

社員の「声」を「行動」に変え 
変革の波を広げていく
藁科　ただ、現状寄せられる意見の多くは、「会社が変えて
くれること」を願う受け身の声です。プロジェクトへの期待
値が高いからこそ得られた意見ですが、私たちの目標はそ
の先にあります。「自分が変革を起こしていいんだ」と思え
る、自主性を引き出す風土をつくり、社員みずからが行動を
起こして会社を変えていくことです。
亀田　現在、このプロジェクトには専任の私たちだけでなく、
各事業会社から集まった52名の「サポーター(専任と共に活
動をリードしていく立場)」と、67名の「フォロワー（活動の最
新情報を受け取り、理解を深める立場）」がいて、みな「会社
をもっと良くしたい」という想いを持ち、自ら手を挙げて集ま
ったメンバーです。彼らにも「プロジェクトを利用して、皆さ
ん自身が周囲を巻き込んで会社を変えていってください」と
伝えており、各メンバーが全国の現場において現状を変え
るための行動を始めています。それが波となり、周囲の社
員の意識を変えていくことで風土改革のスピードは加速し
ていくはずです。

社員一人ひとりの想いや行動が 
新たな風土を創り出す
亀田　収集した風土の問題や意見をもとに、今年度中に目
指す風土の具体化や施策設計を行い、次年度は「変革」を
実行します。マネジメントを含む社員の育成や、行動した人
にスポットライトを当てる表彰制度、優れた事例をキャッチ
して共有するシステムなど、目指す風土の実践を促す様々
な施策をグループ全体と各事業会社それぞれにおいて展
開し、風土改革と働き方改革の両軸でPDCAを回して3カ年
で新たな風土の「定着」を実現する予定です。
藁科　プロジェクトに寄せられる意見や社員との直接対話
を通じて、一人ひとりが会社をより良くしたいという強い想
いを持っていることを実感しています。この想いが行動に
繋がり、グループ内のあらゆるところでボトムアップの改善
活動が生まれるようになれば、当社グループは「もっと進化
する」と信じています。
中西　当社グループは2027年の創業100周年に向けて、
持続的な成長をし続ける組織となるために、風土改革を今
後、より一層進めていきます。11月からは組織体制を改め、
社長直下の「グループ改革推進室」として、活動を本格化さ
せています。ぜひ、当社グループの変革にご期待ください。

風土改革によって
何を変える?

既存ビジネスの延長では
いられない今、
「人」と「組織」が
問われます

想いが「行動」に変われば、
組織はもっと進化すると
信じています

解凍・変革・定着。
3カ年のプロセスで
会社の風土を変えていきます

グループ全社を巻き込んだ大改革

いま、当社グループでは第二次中期経営計画に
おいて掲げた「社員の考え方・慣習・行動様式の
変革」の目標に対する具体的なアクションとして、
「風土改革プロジェクト」が進行中です。持続的
なグループの成長を実現する「土台づくり」への
取り組みをご紹介します。

グループ改革推進室 

藁科 莉恵
執行役員 人事部長 兼 
グループ改革推進室長
中西 信昭

グループ改革推進室 

亀田 菜摘

風土改革プロジェクトの概要
「風土改革プロジェクト」は、第二次中期経営計画の定性目標と関連し、持続的な成長をし
続ける組織となるべく、社員の考え方・慣習・行動様式を変革し、「新たな風土」を生み出
す取り組みです。「新たな風土」は社員へのヒアリングを通じ、社員と共に今期中に具体化。
来期以降は具体策を実行し、第二次中期経営計画の達成を目指していきます。

経営層インタビューで問題意識と目指す風土を言語化しました。

第二次中期経営計画

風土改革
プロジェクト
発足

定性目標
■ 資本効率の改善
■持続的成長を実現する投資の実行
■ 社員の考え方・慣習・行動様式の変革

持続的な成長を
し続ける組織へ

会社が変わる

2021年
3月
期▶

2022年
3月
期▶

2023年
3月
期▶

① 風土改革の必要性と変革へのプロセスを経営層を含む全社員が理解する
② ビジョンの策定に現場を巻き込み、 社員に「当事者意識」を持たせる
③目指すべきビジョン（風土・バリュー）を明確にする

Phase1 解凍
これまでの風土・行動様式を改める意思を根付かせる

個人の意識が変わる

Phase2 変革
新しい風土・バリューを一人ひとりが実践する

個人・職場の行動が変わる

Phase3 定着
新しい風土・バリューが根付き、組織が変わる

組織風土が変わる
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当社グループでは、子どもたちの健やかな成長を応援することを目的として、「いつもありがとう」作文コン
クールを主催しています。14回目となる今年のコンクールには、9,540通の作品が集まりました。審査の結
果、最優秀賞1名、シナネン賞1名、ミライフ賞1名、朝日小学生新聞賞1名、優秀賞6名、入選14名、佳作20名、
団体賞9校の各賞が決定。ここでは、心揺さぶる多くの作品の中から選出された、最優秀賞、シナネン賞、ミ
ライフ賞、朝日小学生新聞賞の4作品をご紹介します。他の受賞作品や審査員の講評などは「作文コンクール
特設サイト」でご覧いただけます。

｢いつもありがとう｣作文コンクール
第14回 言葉ではいえない家族への気持ちを作文に書いてみよう

主催：シナネンホールディングスグループ・朝日学生新聞社
後援：文部科学省・朝日新聞社 

ス
ペ
シ
ャ
ル
サ

イト
はこちらから

!!

最
優
秀
賞

埼
玉
県
　
春
日
部
市
立
備
後
小
学
校 

三
年

「
お
母か

あ

さ
ん
の
左ひ

だ
り

手て

」

米よ
ね

島じ
ま 

夏か

綾り
ん

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

構
成
力
が
素
晴
ら
し
い
。
両
親
の
こ
と
が
し
っ
か
り
書
け
て
お
り
、読
む

と
シ
ー
ン
が
浮
か
ん
で
く
る
。

　

わ
た
し
の
お
父
さ
ん
は
、は
た
ら
い
て
い
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、そ
う
じ
や
せ
ん
た

く
、ご
は
ん
を
作
る
家
事
を
し
て
く
れ
る
。
わ
た
し
に
と
っ
て
、お
父
さ
ん
が
い
つ
も

家
に
い
て
、
家
事
を
す
る
こ
と
は
当
た
り
前
だ
け
ど
、
ス
ー
パ
ー
の
店
員
さ
ん
や
友

だ
ち
の
お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
ふ
し
ぎ
に
思
わ
れ
て
い
る
。
今
ま
で
何
回
お
父
さ
ん

の
仕
事
は
何
、
と
聞
か
れ
た
か
お
ぼ
え
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
お
父
さ
ん
は
い
つ
も

笑
っ
て
い
る
。
気
が
つ
く
と
わ
た
し
も
笑
っ
て
い
る
。
わ
た
し
は
そ
ん
な
お
父
さ
ん

が
大
す
き
だ
。

　

あ
る
日
、
め
ず
ら
し
く
お
父
さ
ん
が
笑
っ
て
く
れ
な
い
事
が
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
、

い
つ
も
の
様
に
わ
た
し
と
お
父
さ
ん
で
公
園
に
遊
び
に
行
っ
た
。
し
ば
ら
く
遊
ん
で

い
る
と
、
お
ま
わ
り
さ
ん
が
四
人
あ
わ
て
た
様
子
で
わ
た
し
た
ち
の
所
へ
来
た
。
お

父
さ
ん
が
わ
た
し
を
ゆ
う
か
い
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
だ
れ
か
が
つ
う
ほ
う
し
た

ら
し
い
。
さ
す
が
の
お
父
さ
ん
も
こ
の
時
は
お
ち
こ
ん
だ
ら
し
く
、
今
夜
は
飲
み
た

い
気
分
、と
言
っ
て
コ
ー
ラ
を
一
口
だ
け
飲
ん
で
む
せ
て
い
た
。
お
父
さ
ん
は
、お
酒

も
た
ん
さ
ん
も
き
ら
い
で
、
こ
の
時
し
か
飲
ん
で
い
る
す
が
た
を
見
た
事
が
な
い
。

わ
た
し
の
前
で
は
い
つ
も
笑
っ
て
い
て
、
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
。
い
や
な
事
が
あ
っ

た
ら
ま
た
コ
ー
ラ
飲
ん
で
ね
。

　

お
父
さ
ん
が
家
事
を
し
て
い
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
お
母
さ
ん
の
左
手
だ
。
わ

た
し
の
お
母
さ
ん
は
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
左
手
が
思
う
よ
う
に
動
か
せ
な
い
。
物
を

持
つ
事
も
つ
か
む
事
も
す
ご
く
大
へ
ん
だ
。
お
母
さ
ん
が
わ
た
し
を
け
が
さ
せ
な
い

様
に
、お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
わ
た
し
が
生
ま
れ
て
く
る
時
に
、役
わ
り
を
交
代
し

よ
う
と
決
め
た
。
だ
か
ら
、わ
た
し
の
家
で
は
お
父
さ
ん
が
家
事
を
、お
母
さ
ん
が
は

た
ら
い
て
い
る
。

　

お
母
さ
ん
を
見
た
だ
け
で
、
左
手
が
動
か
な
い
と
分
か
る
人
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

外
見
で
は
、わ
た
し
の
左
手
と
何
も
か
わ
ら
な
い
様
に
見
え
る
。
だ
か
ら
、左
手
が
動

か
な
い
事
を
分
か
っ
て
も
ら
え
ず
、
い
や
な
事
を
さ
れ
た
り
、
言
わ
れ
る
時
が
あ
る
。

そ
れ
で
も
お
母
さ
ん
も
い
つ
も
笑
っ
て
い
る
。
い
や
な
事
を
言
う
人
よ
り
も
、
手
つ

だ
っ
て
く
れ
た
り
、や
さ
し
く
し
て
く
れ
る
人
の
方
が
多
い
か
ら
、お
母
さ
ん
は
人
に

感
し
ゃ
し
て
笑
顔
で
い
る
事
を
大
切
に
し
て
い
る
、と
教
え
て
も
ら
っ
た
。

　

新
が
た
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
せ
い
で
、学
校
に
行
け
な
か
っ
た
り
、友
だ
ち
に
会
う

事
も
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く
れ
た

か
ら
ぜ
ん
ぜ
ん
つ
ら
く
な
か
っ
た
よ
。
毎
日
、
お
い
し
い
ご
は
ん
を
作
っ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。
お
父
さ
ん
の
作
る
ご
は
ん
が
、世
界
で
一
番
お
い
し
い
よ
。

　

お
母
さ
ん
、
い
つ
も
東
京
ま
で
は
た
ら
き
に
行
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
あ
た

し
も
お
母
さ
ん
に
負
け
な
い
様
に
べ
ん
強
が
ん
ば
る
ね
。

　

そ
し
て
、お
母
さ
ん
の
左
手
。
あ
な
た
の
お
か
げ
で
、わ
た
し
の
家
は
明
る
く
て
毎

日
楽
し
い
よ
。
こ
れ
か
ら
も
、た
く
さ
ん
お
手
つ
だ
い
す
る
か
ら
ね
。
ふ
つ
う
に
動
か

な
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
大
す
き
だ
よ
。
わ
た
し
に
と
っ

て
、あ
な
た
は
だ
れ
よ
り
も
す
て
き
な
左
手
だ
よ
。
本
当
に
、あ
り
が
と
う
。

シ
ナ
ネ
ン
賞

栃
木
県
　
宇
都
宮
大
学
共
同
教
育
学
部
附
属
小
学
校 

五
年

ま
法ほ

う

の
日に

っ

記き

岩い
わ

佐さ  

葵あ
お
い

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

祖
母
の
病
気
に
つ
い
て
、状
況
を
受
け
止
め
つ
つ
前
向
き
に
過
ご
す
様
子

が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
。

　

私
の
祖
母
は
、
時
々
私
の
名
前
を
忘
れ
る
。
父
の
名
前
も
姉
の
名
前
も
忘
れ
る
時

が
あ
る
。
不
思
議
な
こ
と
に
母
の
名
前
は
忘
れ
た
こ
と
が
な
い
。
私
の
事
を
覚
え
て

い
な
い
祖
母
に
会
い
た
く
な
く
て
、面
会
に
行
か
な
い
日
が
続
い
て
い
る
。

　

祖
母
は
認
知
症
と
診
断
さ
れ
る
前
か
ら
日
記
を
書
い
て
い
た
。
母
に
そ
の
日
記

を
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
日
に
し
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
自
由
に

ノ
ー
ト
に
書
い
て
い
た
。
最
近
は
記
憶
が
薄
れ
な
い
よ
う
に
、
覚
え
て
い
る
こ
と
を

必
死
に
書
い
て
い
る
よ
う
だ
。
電
化
製
品
の
使
い
方
、家
族
の
電
話
番
号
、看
護
師
さ

ん
の
名
前
な
ど
、毎
日
繰
り
返
し
書
い
て
い
る
。

　

父
は
、
母
で
あ
る
祖
母
が
記
憶
を
な
く
し
て
い
く
状
態
を
悲
し
ん
で
い
た
。
そ
し

て
何
度
も
同
じ
こ
と
を
聞
い
て
く
る
祖
母
に
い
ら
だ
っ
て
い
る
時
も
あ
っ
た
。
あ
る

日
、そ
の
日
記
を
見
つ
け
て
読
ん
だ
父
は
涙
を
流
し
て
い
た
。

「
泣
い
て
な
い
で
。
ち
ょ
っ
と
鼻
水
が
で
た
だ
け
や
で
。」

父
は
そ
う
ご
ま
か
し
て
い
た
が
、父
の
気
持
ち
は
私
に
も
わ
か
っ
て
い
た
。

　

日
記
に
は
、
家
族
へ
の
想
い
も
た
く
さ
ん
書
い
て
あ
っ
た
。
優
し
い
親
孝
行
な
父
。

お
っ
と
り
し
て
い
る
け
ど
人
一
倍
優
し
い
姉
。
い
つ
も
熱
心
に
何
に
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
私
。
自
分（
祖
母
）に
似
て
い
る
か
ら
す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
た
母
。
認
知
症
に

な
り
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
中
で
、
祖
母
は
以
前
と
変
わ
ら
ず
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い

て
く
れ
た
の
だ
。
祖
母
の
言
葉
で
私
は
い
つ
も
元
気
を
も
ら
う
。
今
、こ
の
し
ゅ
ん
間

の
記
憶
が
な
く
な
っ
て
も
、
祖
母
の
中
に
は
確
か
に
家
族
へ
の
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
日
記
だ
っ
た
。
祖
母
は
今
も
私
た
ち
家
族
と
共
に
生
き
て
い
る

の
だ
。

　

次
に
会
う
日
は
私
の
名
前
を
覚
え
て
い
て
く
れ
る
か
な
。
も
し
忘
れ
て
い
て
も
、

も
う
一
度
教
え
れ
ば
い
い
ん
だ
ね
。
名
札
を
胸
に
そ
っ
と
付
け
て
行
く
の
も
い
い
か

も
し
れ
な
い
。
い
つ
も
日
記
で
私
を
ほ
め
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
そ
の
言
葉
に
元

気
を
も
ら
っ
て
い
る
よ
。
祖
母
に
そ
う
伝
え
た
く
て
今
す
ぐ
会
い
た
く
な
っ
た
。
早

く
祖
母
に
会
い
に
行
き
た
い
な
。
そ
う
日
記
に
書
い
て
眠
っ
た
。

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

語
り
か
け
る
文
章
に
よ
っ
て
「
じ
い
じ
い
」へ
の
作
者
の
気
持
ち
が
よ
く

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

じ
い
じ
い
、
ひ
さ
し
ぶ
り
だ
ね
。
お
ぼ
ん
で
、
お
う
ち
に
か
え
っ
て
き
た
ね
。

き
ゅ
う
り
の
う
ま
も
、な
す
の
う
し
も
つ
く
る
よ
。
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
ね
。

　

じ
い
じ
い
と
の
お
も
い
で
は
、
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。
わ
た
し
が
、
ま
だ
あ
か
ち
ゃ

ん
だ
っ
た
こ
ろ
、よ
く
だ
っ
こ
し
て
く
れ
た
ね
。
い
ま
で
も
は
っ
き
り
お
ぼ
え
て
い

る
よ
。
お
か
ゆ
を
た
べ
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
も
、え
ほ
ん
を
よ
ん
で
く
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
ね
。
お
に
わ
で
、
み
ず
あ
そ
び
も
し
た
し
、
よ
る
に
は
、
は
な
び
も
し
た
よ

ね
。
と
っ
て
も
た
の
し
か
っ
た
ね
。
じ
い
じ
い
と
は
な
び
を
や
っ
た
と
き
の
、
ロ
ー

ソ
ク
の
あ
と
が
い
ま
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
の
こ
っ
て
い
る
よ
。
な
つ
か
し
い
よ
。

じ
い
じ
い
。

　

じ
い
じ
い
。
ラ
ン
ド
セ
ル
か
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
と
っ
て
も
き
に
い
っ

て
い
る
よ
。
い
ろ
も
も
よ
う
も
だ
い
す
き
だ
よ
。
小
が
っ
こ
う
は
、
た
の
し
い
よ
。

お
と
も
だ
ち
も
い
っ
ぱ
い
で
き
た
し
、
せ
ん
せ
い
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
こ
わ
い
け
ど

と
っ
て
も
お
も
し
ろ
い
し
、お
べ
ん
き
ょ
う
は
、た
ま
に
わ
か
ら
な
い
と
き
も
あ
る

け
ど
た
の
し
い
よ
。
じ
て
ん
し
ゃ
も
か
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
み
ず
い
ろ
で

と
っ
て
も
す
て
き
な
じ
て
ん
し
ゃ
だ
よ
。
さ
い
き
ん
の
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
だ
。

じ
い
じ
い
に
も
み
せ
た
か
っ
た
な
。
ラ
ン
ド
セ
ル
も
じ
て
ん
し
ゃ
も
。

　

じ
い
じ
い
が
、
き
ゅ
う
き
ゅ
う
し
ゃ
に
の
せ
ら
れ
る
と
き
、
び
っ
く
り
し
た
よ
。

そ
し
て
、も
し
か
し
た
ら
、も
う
あ
え
な
い
か
も
っ
て
お
も
っ
た
ん
だ
。
で
も
、ほ
ん

と
う
に
そ
う
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ね
。
コ
ロ
ナ
で
、お
み
ま
い
も
だ
め
だ
っ
て
し
っ
た
と

き
、
さ
び
し
か
っ
た
よ
。
あ
い
た
か
っ
た
よ
。
じ
い
じ
い
に
や
っ
と
あ
え
た
の
は
、

つ
め
た
く
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
ね
。
じ
い
じ
い
の
お
ふ
と
ん
に
も
ぐ
り
こ
ん
だ
ら

つ
め
た
く
て
か
た
く
な
っ
て
た
ね
。
で
も
、や
っ
と
あ
え
て
う
れ
し
か
っ
た
よ
。

　

じ
い
じ
い
、
あ
し
た
ま
で
み
ん
な
と
い
ら
れ
る
ね
。
ゆ
っ
く
り
し
て
い
っ
て
ね
。

か
え
り
は
、
な
す
の
う
し
に
の
っ
て
か
え
る
ん
だ
よ
。
あ
ぁ
た
ん
が
い
っ
て
た
。

じ
ゃ
あ
ね
、じ
い
じ
い
。

　

八
月
十
五
日　

た
か
ば
や
し　

あ
ま
ね

ミ
ラ
イ
フ
賞

山
形
県
　
天
童
市
立
成
生
小
学
校 

一
年

ひ
さ
し
ぶ
り
だ
ね
、じ
い
じ
い

高た
か

林ば
や
し  

周あ
ま
ね

評
価
の
ポ
イ
ン
ト

日
常
生
活
の
中
に
あ
る
た
く
さ
ん
の「
あ
り
が
と
う
」に
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
作
品
。

　

ぼ
く
の
家
に
は
山
ん
ば
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
こ
の
山
ん
ば
様
、世
界
最
強
な
の
だ
。

家
族
全
員
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て
も
、
山
ん
ば
様
は
一
人
だ
け
元
気
で
ぼ
く

達
の
お
世
話
に
動
き
回
っ
て
い
た
。
強
健
な
体
だ
。
よ
う
ち
園
の
と
き
読
ん
だ
絵
本
の

中
の
山
ん
ば
は
、
最
後
は
よ
も
ぎ
の
汁
で
体
が
く
さ
り
、
し
ょ
う
ぶ
の
葉
で
体
を
切
ら

れ
て
死
ん
だ
け
ど
、
う
ち
の
山
ん
ば
様
は
ち
が
う
。
毎
年
正
月
に
よ
も
ぎ
も
ち
を
食
べ

て
年
々
大
き
く
な
り
、
ビ
ー
ル
を
飲
み
な
が
ら
し
ょ
う
ぶ
湯
に
入
っ
て
、
最
高
だ
ぁ
と

言
う
。
し
か
も
、ぼ
く
の
心
の
中
が
分
か
る
ん
だ
。
ぼ
く
の
顔
を
一
目
見
た
だ
け
で
、学

校
で
い
や
な
こ
と
が
あ
っ
た
と
分
か
る
。
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
と
分
か
る
。
ふ
し

ぎ
だ
。

　

友
達
と
あ
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、だ
れ
に
も
言
え
な
く
て
、は
ず
か
し
く
て
、苦
し

く
て
、心
が
は
れ
つ
し
そ
う
で
、思
わ
ず
山
ん
ば
様
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

す
る
と
な
ぜ
か
次
の
日
に
は
全
て
の
こ
と
が
か
い
決
し
て
い
た
。
山
ん
ば
様
に
は
、
ま

力
が
あ
る
よ
う
な
の
だ
。
お
そ
ろ
し
い
。

　

こ
の
お
方
の
弱
点
は
何
だ
ろ
う
。
ど
れ
だ
け
考
え
て
も
分
か
ら
な
い
。
だ
け
ど
、
聞

い
て
み
た
ら
か
ん
単
に
教
え
て
く
れ
た
。

　

ぼ
く
が
先
に
旅
立
つ
こ
と
。

そ
れ
は
山
ん
ば
様
の
心
を
に
ぎ
り
つ
ぶ
し
、
山
ん
ば
様
の
体
に
こ
ま
切
れ
に
す
る
よ
う

な
い
た
み
を
与
え
る
の
だ
そ
う
だ
。
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
あ
の
世
で
会
っ
た
と

き
に
グ
ー
パ
ン
チ
を
百
発
く
ら
わ
せ
て
や
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
し
て
え
ん
ま
大
王

の
ペ
ン
チ
を
う
ば
い
取
っ
て
、
し
た
を
ひ
っ
こ
ぬ
い
て
や
る
と
お
ど
し
て
き
た
。
こ
の

お
方
な
ら
、
え
ん
ま
大
王
も
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
当
に
お
そ
ろ
し
い
。
し
か
も

百
二
十
才
ま
で
生
き
る
と
せ
ん
言
し
て
い
る
ん
だ
。
そ
の
と
き
、ぼ
く
は
九
十
才
だ
ぞ
。

だ
か
ら
ぼ
く
は
好
き
き
ら
い
は
し
な
い
。魚
も
野
菜
も
食
べ
る
。早
ね
早
起
き
を
し
て
、

ゲ
ー
ム
だ
っ
て
週
に
た
っ
た
の
二
回
だ
。
虫
歯
に
な
っ
た
こ
と
も
な
い
し
、
こ
こ
数
年

は
病
院
に
も
行
っ
て
い
な
い
。
毎
日
か
い
べ
ん
だ
。
え
ん
ま
大
王
に
と
つ
ぜ
ん
つ
れ
て

行
か
れ
な
い
よ
う
に
、毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
る
ん
だ
。

　

こ
う
し
て
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
先
に
旅
立
た
な
い
っ
て
、
ぜ
っ
た
い
に
や
く
そ
く

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
と
て
も
む
ず
か
し
い
こ
と
な
ん
だ
。
だ
け
ど
、
い
つ
で
も
元

気
な
ぼ
く
で
い
て
、
毎
日
山
ん
ば
様
を
安
心
さ
せ
て
あ
げ
た
い
な
あ
と
思
っ
て
い
る
。

だ
っ
て
、
外
で
ど
ん
な
に
つ
ら
く
て
も
苦
し
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
一
歩
家
に
入
る
と

な
ぜ
か
ほ
っ
と
す
る
。
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
百
倍
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
る
。

世
界
最
強
の
山
ん
ば
様
が
、
毎
日
ぼ
く
を
守
っ
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
百
発
グ
ー
パ

ン
チ
を
く
ら
わ
な
い
よ
う
に
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し
て
い
く
よ
。
九
十
才
か
あ
。
約

束
は
で
き
な
い
け
ど
、
今
の
と
こ
ろ
は
大
じ
ょ
う
ぶ
だ
。
だ
か
ら
こ
れ
か
ら
も
ぼ
く
を

よ
ろ
し
く
、山
ん
ば
様
。
い
や
、ぼ
く
の
お
母
さ
ん
！

朝
日
小
学
生
新
聞
賞

静
岡
県
　
磐
田
市
立
豊
田
南
小
学
校 

四
年

わ
が
家や

の
山や

ま

ん
ば
様さ

ま

斧お
の

研と
ぎ 

伊い

織お
り



会社情報・株式情報 （2020年9月30日現在）

■株式情報
発行済株式総数 13,046,591株 
株主数 3,517名
大株主

※1. 当社は自己株式2,170,723株を保有していますが、上記大株主からは除外しています。
　2. 持株比率は、自己株式2,170,723株を控除して計算しています。

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

光通信株式会社 992,900 9.12

明治安田生命保険相互会社 840,000 7.72

コスモ石油マーケティング株式会社 789,105 7.25

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 611,100 5.61

出光興産株式会社 473,808 4.35

シナネングループ取引先持株会 457,216 4.20

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 429,200 3.94

株式会社UHPartners2 288,300 2.65

株式会社三井住友銀行 260,787 2.39

学校法人麻生塾 260,000 2.39

■会社情報
商　号 シナネンホールディングス株式会社
本店所在地 東京都港区三田三丁目5番27号 住友不動産三田ツインビル西館6階
創　業 1927年4月11日
設　立 1934年4月25日
資本金 156億3,000万円
従業員 3,145名（連結）

■役員
代表取締役社長 山﨑　正毅
代表取締役専務CCO 清水　直樹
取締役 間所　健司
社外取締役（常勤監査等委員） 平野　和久
社外取締役（監査等委員） 重森　豊
社外取締役（監査等委員） 篠　　連

持株数（株） 持株比率（%）

■個人・その他 2,421,635 18.6

■金融機関 3,408,556 26.1

■証券会社 29,044 0.2

■その他国内法人 3,857,172 29.6

■外国人 1,159,461 8.9

■自己名義株式 2,170,723 16.6

所有者別
株式分布状況

株主メモ
事業年度 毎年4月1日から3月31日まで
剰余金の配当基準日 3月31日
定時株主総会 毎年6月下旬
単元株式数 100株
株主名簿管理人 みずほ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 〒103-8670 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部
同連絡先・
郵便物送付先

〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
みずほ信託銀行株式会社 証券代行部
電話 0120-288-324（フリーダイヤル）（受付時間 平日9:00～17:00）

公告掲載方法 電子公告により、当社ホームページ（https://sinanengroup.co.jp/）に
掲載いたします。ただし、電子公告によることができない事故その他のや
むを得ない事由が生じた時は日本経済新聞に掲載いたします。

各種事務手続き 詳しくは、こちらのページにてご確認ください。
https://www.mizuho-tb.co.jp/daikou/

（ご注意） 株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、口座を開設されて
いる証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（みずほ信託銀行）ではお
取り扱いできませんのでご注意ください。なお、未払配当金につきましては、みずほ
銀行及びみずほ信託銀行の本支店でお支払いたします。

株主アンケート
当社グループでは、株主の皆様のご意見を今後の紙面構成
やI R活動に反映させるよう努めていきたいと考えています。
つきましては、右記サイトにアクセスしていただき、アンケー
トにご協力いただきますようお願い申し上げます。抽選でク
オカード500円分を100名様にプレゼントします。

株主の皆様の声をお聞かせください

https://q.srdb.jp/
アクセスコード ▶ 8 1 3 2

アンケート実施期間：2020年12月25日（金）まで

詳細な情報は、当社Webサイト
｢持続可能な開発目標への取り組み｣をご覧ください
https://sinanengroup.co.jp/sustainability/sdgs.htmlSDGsへの取り組み

当社グループでは、地域に密着した総合エネルギーサービス企業として、SDGsの達成に向けて、
様々な取り組みを継続的に行ってまいります。

※ SDGs（持続可能な開発目標）とは、2015年に国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でよりよい世
界を目指す国際目標です。17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。　

学びイベントへの出展を通じ正しい知識を伝え、次世代教育に貢献を
2020年8月、毎日新聞社主催の学びイベント「毎日メディアカフェ夏休み出前授業」 
にて、抗菌剤を取り扱う当社グループの株式会社シナネンゼオミックの研究担当者に
より、小学生を対象に「抗菌」についての授業を行いました。新型コロナウイルス感染
症の拡大により重要性が高まる「抗菌」に関する正しい知識を伝えるため、菌を培養
する実験などを通じて、手洗いの大切さや「抗菌」の力を体験していただきました。

抽選で100名様にクオカード500円分をプレゼント!!


